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 いよいよ２学期もラストスパートに入ってきました。そういった中ですが、２学期の最後、柳沢

中にとって大きな行事が１つ残されています。それは本日行われる「弁論大会」です。柳沢中の弁

論大会は、毎年全校規模で行われており、各クラスから代表者が１名ずつ選ばれ、最後は全校生徒

の前で発表を行っています。学年規模で意見発表会などの活動を行う学校はあると思いますが、全

校規模で実施するのは珍しいかもしれません。先生が以前勤めていた学校では、弁論大会はありま

せんでした。柳沢中に赴任して、初めて弁論大会を見た時は、面白い取り組みだなあと感じました。

弁論大会に向けて、夏休みを使って原稿を作成し、クラス代表を選出するため、クラスで発表活動

を行い、その後学年発表を実施して、学年の代表者を決めました。本日の弁論大会で、１・３年生

も含めて、どんな内容の弁論が披露されるのか、今からとても楽しみにしています。 

 さて、弁論大会はもちろん、皆さんは運動会や合唱コンクール、校外学習などの行事の後の振り

返りなどで、「作文」を書く機会が多くありましたね。文章を書くことが得意という人もいれば、

書くのが面倒で苦手という人もいると思います。しかし、「文章を書く力は大切か？」と聞かれれ

ば、多くの人は「大切だ」と答えると思います。今、３年生は自分が希望する高校合格に向けて、

頑張って勉強に取り組んでいますが、都立や私立の推薦入試では、小論文や作文を出題する高校が

多くあります。また、都立の一般入試の国語の試験では、毎年２００字の作文問題が出題されてい

ます。高校入試以外でも、大学入試の形態によっては、小論文を出題する所もありますし、先生の

友人から聞いた話だと、会社の採用試験でも小論文を課す会社もあるそうです。また、会社の昇進

試験でも小論文を出す所があると聞いています。つまり、文章を書くということは、大人になって

もあるということです。こういう話を聞くと、「自分には無理！」と早々にあきらめてしまう気持

ちになるかもしれませんが、あきらめるのはまだ早いと思います。 

では、どうすれば文章が上手に書けるようになるのか？ 答えは簡単で、「文章を書く経験を積

み上げる」ことに尽きると思います。やはり、文章を上手に書けるようにするには、実際に文章を

書く訓練を重ねていかなければ始まりません。先生が３年生の担任をした時に受け持った生徒で、

都立の推薦入試を受けた生徒がいましたが、小論文の練習をほぼ毎日していたのを覚えています。

書いた小論文を色々な先生に見せに行き、直された部分を修正して何度も持ってきていました。そ

の努力の積み重ねがあり、厳しい合格率の中、見事合格を手にすることができました（受検者数が 189

人に対し、合格者数が 32 人、倍率にすると 5.91 倍です）。よくよく思い返してみると、その生徒は１年生

の時から、社会のレポートや振り返りシート、行事の作文、皆さんが今も使っている「忘れないぞ

う」の一言日記も、しっかりと文章を書いていました。つまり、１年生の時からの小さな積み重ね

が、３年生の受験の時に実を結んだ、ということです。３年生の受験シーズンになって、いきなり

文章力が向上する、ということはなかなか難しいものです。今のうちから、コツコツと積み上げる

ことが一番の近道です。それは、作文に限らず、勉強全般に言えることだと思います。苦手なこと、

面倒なことにも向き合い、立ち向かっていくことも時には必要だということです。 

身近な所で実践しやすいのは、普段皆さんが書いている「忘れないぞう」の一言日記だと思いま

す。一言日記なので、長い文章を書く必要もなく、取り掛かりやすいはずです。２学期に入って、

残念ながら毎日出さなくなってしまった人もいますが、今日からまた始めてみませんか？ 最後に

書くときのポイントをまとめてみました。ぜひ、実践してみて、文章力向上を目指しましょう！ 



 ① 出来事を並べるのではなく、何か一つの事柄にしぼって、自分の考えや気持ちを中心に詳し

く表現してみる。 

 ② 授業で学んだ言葉や辞書などで少し難しい言葉を調べ、その言葉を日記の中に必ず使うよう

にして、文章を書いてみる（以前勤めていた学校の生徒が実践し、言葉の力を飛躍的に伸ばしました）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス発表会（上部）と学年発表会（下部）の様子です。しっかり自分の弁論を伝えました。 

 

■皆さんへの連絡 

①12 月 24 日（火）に大掃除を実施します。大掃除までに必要のない荷物を持ち帰ることになっ

ています。冬休み中は学校に荷物を置くことができないため、終業式の日には全て持ち帰っても

らいます。終業式の日にリュックサックの中身が大変にならないように、今日も持ち帰れる荷物

は持ち帰りましょう。 

②12月 25日（水）は終業式です。儀式的行事であるため、服装に気を付けましょう。 

 ・ネクタイ・リボンを忘れずに！ 

 ・靴下は、スラックスの場合は白色のソックス、スカートの場合は紺色のハイソックスです。 

 ・ブレザーの下にはセーターを着ないこと（登校時は構いません）。 

■来週の予定（１２／２３（月）～１２／２５（水）） 

月 日 組 １ ２ ３ ４ ５ ６ 備    考 

12/23 

（月） 

Ａ 

総合 

国語２ 数学 体育 理科１ 社会 

ヤギカフェ 

タブレット持参 
Ｂ 美術 体育 英語 社会 数学 

Ｃ 社会 体育 英語 国語２ 数学 

12/24 

（火） 

Ａ 英語 体育 社会 道徳 
 

学年 
集会 

大掃除 ジャージ登校 Ｂ 体育 国語１ 理科２ 

Ｃ 社会 理科２ 体育 

12/25 

（水） 
 終業式 学活  

終業式 タブレット持参 

職員会議 

※予定の変更等は、朝・終学活等で連絡します。    は授業変更の箇所です。 


